
2016/7/26 平成16年度日韓共同理工系学部留学生事業（第5期生）に係る開講式の実施について

http://home.hiroshimau.ac.jp/kohog/press/h16/041001b1.html 1/1

平成１６年１０月１日

報道機関　各位

情報化推進部情報企画課長
河　野　　　登

平成16年度日韓共同理工系学部留学生事業
（第5期生）

に係る開講式の実施について

このことについて、下記のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げ

ます。

記

日時 平成１６年１０月８日（金）午前１０時３０分～

場所 広島大学教育学部 第３、４会議室

東広島市鏡山１丁目１－１

式次第 １． 開式の辞

２． 「広島大学日韓理工系学部留学生事業」実施部会長挨拶

３． 駐広島大韓民国総領事館 領事挨拶

４． 広島大学留学生センター長挨拶

５． 学部入学前予備教育生挨拶

６． 閉式の辞

予備教育生氏名 性別 専門教育

Sim,Jin-yong（シム・ジニョン） 男 工学部

Jo,Ki-chang（チョ・ギチャン） 男 工学部

【問い合わせ先】

広島大学留学生国際交流グループ

山田　尚子

ＴＥＬ：０８２－４２４－６１８２

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］

○「日韓理工系学部留学生事業」経緯
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「日韓理工系学部留学生事業」経緯

1. 1998年（平成10年）10月に、日韓両国首脳（小渕首相（当時）、金大中大統領）

により発表された日韓共同宣言「21世紀に向けた新たな日韓パートナーシッ

プ」 及び同附属書において政府間の留学生や青少年の交流プログラムの充

実を提言。

2. 2000年（平成12年）3月に、中曽根文部大臣が戦後初めて文部大臣として韓

国を 訪問し、文（ムン）韓国教育部長官と会談を行い、日韓共同宣言に基づく

新たな 留学生事業として、日本の大学の理工系学部に韓国人留学生1000人

を受け入れる （100名で開始し、平成22年度を目途に1000名）ことを表明。

3. 第1期生となる100名は、平成12年3月から8月まで韓国内で前半期の予備教

育を終 了し、同年8月に実施された大学配置試験の結果により、日本の国立

大学（23大 学）に配置され、同年10月に渡日し、平成13年3月までの6ヶ月間

は後半期の予備 教育を受講、平成13年4月からは学部教育を受けている。

4. 第2期生となる120名は、平成12年9月に韓国側主催による第1次選抜試験、

同年11月に日韓共同による第2次選抜試験を終了し、韓国内で前半期の予備

教育が開始 （3月2日～）され、平成13年8月に実施された大学配置試験の結

果により、日本 の国立大学に配置され、平成13年10月に渡日し、平成14年3

月までの6ヶ月間は後 半期の予備教育を受講、平成14年4月からは学部教育

を受けている。

5. 第3期生となる90名は、平成13年8月に韓国側主催による第1次選抜試験、同

年10月に日韓共同による第2次選抜試験を終了し、韓国内で前半期の予備教

育が開始 （3月～）され、平成14年8月に実施された大学配置試験の結果によ

り、日本 の国立大学に配置され、平成14年10月に渡日し、平成15年3月まで

の6ヶ月間は後 半期の予備教育を受講、平成15年4月からは学部教育を受け

ている。

6. 第4期生となる122名は、平成14年8月に韓国側による第1次推薦、同年10月

に文部 科学省実施の筆記試験による第2次選抜、同年11月に日韓合同の面

接試験による 第3次選抜を経て、同年12月に配置大学が決定した。平成15年

3月から9月までの 半年間は韓国内で前半期の予備教育が行われ、平成15

年10月に渡日し、平成16年 3月までの6ヶ月間は後半期の予備教育を受講、

平成16年4月からは学部教育を受 けている。

7. 第5期生となる99名は、平成15年8月から10月に文部科学省による選抜試験

を受け、 各大学へ配置された。平成16年3月から9月まで韓国内で前半期の

予備教育が行わ れ、平成16年10月に渡日し、平成17年3月までの6ヶ月間は

後半期の予備教育を受 講、平成17年4月からは学部教育を受ける予定であ

る。


